
［うさこ推薦］（順不同。内容は省略した記述にしてあります。） 

 

（総評）よく植えるヒマワリも、肥料をかえてきちんと調べてみると、なるほど肥料のありがたみがわかりますね。また、

いろいろな夏の帽子も種類によって涼しさに違いがあるという研究は、なかなか実用的。生き物の成長記録は、なるべく初

めての生き物は取り上げるようにしてきました。ことしはハゼが登場です。（うさこ先生談） 

 

各タイトルの前にある★印の年度とタイトルは、当 HPで御紹介した過去の関連実験の報告です。今回御紹介している作品

とあわせて、ぜひ参考にしてください。 

 
★2012年 データ 6年 柴田 瀬充  ドクダミのしぶとさ 

★2010年 データ 4年 姫野 美咲 わたの花の色が変化するひみつ 

★2009年 データ 4年 瀬下 眞利佳  ｢風船蔓の成長日記｣ 

★2009年 データ 3年 丹羽 彩水 「ハエトリソウ（食虫植物）の実験と観察」 

★2004年 データ  3 年  Ｓ．Ｔ．  「かぼちゃのかんさつ記録」 

★2002年 データ  6 年  田山幹子  「稲の観察」 

［うさ推薦１］５年 中川 千沙希  ひまわりの観察―肥料の違いによる成長への影響についてー 

（旺文社学芸コンクール努力賞） 

 
◇理科の授業で植物の生長には水と光と養分（肥料）が必要であることを学んだ。水や光については、地域の天候や日照条

件によってある程度生育する植物が決まってしまうことは仕方がないし、水は天候によっては吸水でおぎなう必要があるが、

十分に足りているとすると、人の手で植物の生育をコントロールできるのは肥料だけである。日曜大工店に行くと、植物の

種類によっていろいろな肥料が売っている。草花用、観葉植物用、野菜用などである。これらの肥料は植物の成長に本当に

どれくらい効き目があるのかが疑問にない、調べてみることにした。 

[調べる] 

肥料の種類と成分、与え方やタイミング、効き方の種類について調べまとめた。 

 

［実験と結果 1］ 

実際に植物を育てて、肥料の種類によって植物の生育はどれくらい違うのか観察した。 

肥料以外は生育条件を同じにするために、植物はミニひまわり 1種類、植える場所は鉢植え、肥料以外の材料はなるべくば

らつかないように肥料成分の少ないものを選んだ。 

土や鉢、水のやり方、場所のローテーションなどについて決めまとめた。 

 
種まきの様子もまとめた。 



 
施肥は、芽が出たら、3種類の肥料の説明書にさだめられた量を土の上に置いて区別した。毎朝、給水し、ローテーション

と一緒に天気、気温、背たけ、葉の長さを測定し成長記録シートに記入した。また、本葉が 3枚出たところで、3株のうち

2株を間引いて、1鉢、1株にした。さらに、虫や鳥が芽を食べないようにネットをはった。 

 

 

 
結果は、91日全部の観察シートを元に、表とグラフにまとめ考察した。 



 

 
[まとめ] 

芽が出てから咲くまではずっと草花用の肥料の背丈が高かったが、花が咲く頃には他の肥料も同じくらいになった。どの肥

料にも三大要素の窒素、リン酸、カリが入っていたので、最終的にはそれぞれ肥料の量が足りていて同じくらいまで育った

と思う。本葉 3 枚が出るくらいまでは肥料なしも同じくらいの背丈だったが、その後大きく変わり、最終的に 13～14 ㎝の

差になった。肥料をやると植物の生長が大変よくなる。ただ、小さくてもちゃんと花が咲いた。 

その他、カメムシ生んだ卵と孵った幼虫のことなど、気づいたことをまとめた。 

肥料は植物の成長に大切であることがわかった。 

実験としてはもう少し差が出ることを期待していたが、あまり変わらなかったので残念だった。今度機会があれば、肥料を

それぞれ、窒素だけとリン酸だけとカリだけで育てて、違いを見てみたい。 

 

[参考] 

肥料の選び方・与え方／住友化学園芸 http://www.sc-engei.c.jp/siru/s_hiryou.htm 

 

 

 

 

 

 



★2006年 くまたろう 4年（小川あき野） お日様は何色が好き?一番熱を集める色は    

★2005年 くまたろう 5年 Y. T.  「色水の温まりやすさと冷めやすさ」 

★2004年  ユニーク 6 年 村上 唯 夏服はどうしてしわになりやすいの?   

★2003年 うさこ 3年 青木 咲 「虫眼鏡の実験」  

［うさ推薦２］  ５年   廣田 希  夏帽子は涼しいのか？  

◇夏と冬では帽子が違うので、何か意味があって違うのかなと思い、違いと言えば気温かなと思って、夏より冬が帽子の中

が暖かくなっていたりするかもしれないので調べようと思った。 

 

［実験と結果］ 

 

 
以上のように実験することにして、涼しい度ランキングと、水の減る度ランキングの予想を立てた。 

お天気を記録し、温度変化と水分の蒸発量について、それぞれの結果を表とグラフにまとめた。 

  
 



 
それを元にすると、 

帽子内側の温度が涼しい順は、空気の通りが良い麦わら帽子が一位で、 

1，麦わ帽子、2．夏の白帽子、３．赤白帽、４．冬のベレー帽 

外側の温度が涼しい順は、白くて光を反射できる夏帽子が一位で冬のような濃い色になるにつれ温度が高くなっていた。 

1，夏の白帽子、2．麦わ帽子、３．赤白帽、４．冬のベレー帽 

蒸発量の多い順は麦わら以外全部同じだった。 

 

[まとめ]  

 
夏の白帽子や麦わら帽子が涼しく、冬には内側が暖かい冬帽子をかぶる意味がわかった。 

通気性が良く光を反射させる白い麦わら帽子が一番涼しいのではないかと思うので、今度実験してみたい。 

 

[参考資料]  

自由研究／観察と工作  出版社 小学館 

 

 

 

 

 

 
★2006年 くまたろう 4年 姫野 美南 メダカのたまごをふ化させるには?    

★2003年 データ 3年 杉野 功裕 「ブラインシュリンプのふ化の観察」 

★2002年 データ  3 年  小倉 康平  「さかな・りょうせい類・は虫類」 

［うさ推薦３］４年  内山 莉緒  ヒナハゼの成長記録  



◇ 

 
［実験と結果］ 

 

 
 

 



 
産卵や孵化の様子を写真に撮り、様子をまとめた。 

生まれたばかりの赤ちゃんの様子やプランクトンを食べる様子をまとめた。 

 

 

 
観察記録を整理して、どのくらい生存したかまとめた。 



 
 

[まとめ] 

 
メダカとヒナハゼの赤ちゃんを比べると、思ったより違いがたくさんあった。ヒナハゼは卵が羽化するタイミングが合って

移さないと、生まれたばかりの赤ちゃんがすくに死んでしまう。メダカはお腹の中に栄養が入っているので、ほったらかし

にしても数日なら死なない。  

 

[参考]  

インターネット  学研の図鑑「魚」 


